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搬 迭 式 遠 隔 測 定 装 置

中谷信夫* 滝田武夫** 井沢

The Carrier Telemetering Set

生***

By NobuoNakatani,TotsukaWorks,TakeoTakita,KokubuBranchWorks

and SonseiIzawa,Taga Works,Hitachi,Ltd･

Abstraet

For the systematic controlof extensiveandlongdistanceelectricpower system･

theimportanceoftelemeteringsethas beenincreaslng Withits decided advantages

high1y appreciatedin theindustry,the fact whichdemandsallthemoretherapid

improvementanddevelopmentofthisproductinnewbranchofscience･

Recently Hitachi,Ltd･has developed the new transmitting and receiving con-

verters.Theforrnerisusedfortemperature telemetering and convergesthe change

ofresistanceofsearchcoilsfromthetrar]Sformersandgeneratorsastheinputtothe

tranSmitter.Thelatteris electronic balanclngtype reCOrding meter,quite freefrom

the dlange Of sourse voltage･

The details of these coI〕VerterSwith a few examples of Hitachitelernetering set,

such as6-Channelimpulse type caてriertelemeteringsetssuppliedto theFurukawa-

bashiSubstationof KansaiElectric Power Co.and2-Channelsets for the Odawara

Substation ofthe NationalRai1wayCorporation arediscussedinthe article･

〔Ⅰ〕緒 言

膨大な 力系統を合理的に運営するために広く遠隔測

足袋筐が設置されるようになり､その重要性は益々高ま

って来た｡即ち中央の指令所から遠隔地にある 源地碍

定量に変換復元する受量変換回路及びその両装置間を連

絡する伝送回路より成っている｡

第l図(次頁参照)は送変壷部の竜わ作原≡哩略図を示す｡

図申送量断続器は測定される i量と一定関係を以て

又は変電所の出力､潮流の状態は勿論系統の指令に必要

の他のそな 機械的諸星を時々刻々指示及び記銘

することにより多くの人的､物的経賀を節減し迅速確実

な電力の運営を実施する

力の分野に於ける

出がとこ

手管の応用は広汎多岐に亘って

いるが遠隔測定装置はその麒著な一例である｡

〔ⅠⅠ〕装置の動作概要

日立衝流式遠隔測雇装置は測定量と一定の 係を有し

て回転する送量断続器と､これを受量する側に於て!軒別
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回転する誘導円板型計器である｡

物理自勺諸量の場合にほこれらを一

供に器

被測定量が機械的又は

日′ 気量をこ変換して

る｡円板には多数のスリットが設けて

あり円板の上部､下部にはそれぞれ光源ランプ及び光電

管を配置する｡然るときは光源ランプより光電管に照射

される頻度は円板の回転数に比例し､したがって光

より流れる光電流の断

を有することになる｡

管

回数も亦被測定量と一定の関係

電流は伝 巨難が短く且

線路の雑音レベルが低い時に限りそのまゝ受量側に伝達

することが出来るが､線路を多重伝送に用いるのが普通

であるから専ら伝送距離及び伝 ≧線路に適応した搬送電

流装置を制御してその搬送出力を線路に送る方式が採朋

されている｡次に受量側に於ては到二達した信号

調して再び送量断

流を復

流に相当したパルスに還元する｡



日 立 評 論 子管及 び電子管応 用特集号

即ち信号電流は真峯管坑,巧により

増幅され整合変圧器を介して整流器

に入り復調されて衝流に還元され

る｡次いで蓄電器Cにより交流分が

取出され有極継電器ぞ尺のコイルを

励磁する｡

今接点Aが開成されると蓄電器Cl

が充電されその時指示計を流れる

気量は電源 圧を丘とするとCIEで

ある｡次の瞬間に用の励磁 流の

方向が反転し接点βが閉ぢると蓄電

器C2が充 され蓄電器Clが放

る｡このとき指示計を流れる

す

気量

迭量装置 イ云返詐

｢~~~｣一

戸

β
｡∠

･′?

第1図

Fig.1.

はC2Eである｡今衝流周波数を′とすれば指示計電流は

次式で表わされる｡

たノてCIE+C2E)

Cl=C2に選べば ′=2′CE となる｡

即ち蓄電器の容量及び電源電圧が一定と仮定すれば､

指示計電流は衝流周波数に比例する｡従って一般にこの

指示計ほ直流のミリアムメ←タとし衝流周波数に比例し

た目盛を施せばよい｡

〔ⅠⅠⅠ〕送

代表的な

量 変 換 機 構

変換器を次に述べる｡

(り 電力及び無効電力送量器

電気量を回転数に変換する一般的なものに積算電力計

がある｡ 力遠隔測定用送量器ほこれと類似しているが

次の相異点を有している｡即ち送量器の場合は毎秒当り

の衝流数ほ通常5乃至30を用いている｡送量零の場合

5パルス毎秒を送り､送量最大のとき30パルス毎秒を

送る｡従って送量零の場合に於ても円板には5パルス毎

秒の回転を与えておかねばならない｡又

のある場合i･ま､例えば

力漸流に正負

力零のときのパルス数13.3白ワ一

建となるような回転力を与えておけば5乃至13.3亡bは負

の電力を､又13･3乃至30∈bは正の電力を指示させるこ

とが出来る｡

第2図は

無効

力速星器の説明図である｡

力送量器の場合は計器用変圧器殻び変流

続方法を変更するのみで送量器は上記の場合と全く同様

でよい｡

(2)電圧及び電;充送呈器

圧送量器の接続を第3図に云す｡

流の場合は磁極の一部に隈敢線輪を設け移動磁界に

よるトルクを円板に発生させる｡

(3)温度送呈変換器

第4図は温度送量変換機構の説明図である｡

､■･･t｢･･_-

別冊第 3 号

安曇計器

斤 β

送 受 量 部 動 作 原 理 図

ScheⅡ】atic Diagram ofSending and
Receiving End

定迂回転線輪
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第2図 電 力 送 量 券 説 明 図

Fig･2･Schematic DiagramofPower

Sender

これは発 機や変圧器の温度を測定しこれを送量器の

入力電気量に変換する 置である｡

図に示す如くホイトトストンブリッヂの一一一辺たるサ←

チコイルの抵抗値が周囲温度により変化するとブリッヂ

は不平衡となる〇その不平衡電圧を増幅して平衡電動機

を回転させる｡この場合温度の昇降即ちサトチコイルの

抵抗値の増減により 動機の回転方向は正道となりブリ

ッヂの平衡した点にて停止する｡平衡 の軸上には

ブラッシュβ2が固定されており摺動抵抗器椚ち上を摺

勤し断続器の駆動コイルに流れる

うになっている｡

化させるよ

発生衝流周波数は最低温度に於て5`㌔,最高温度にて

30凸ロである｡

(4)水位送量変換器

本装置は発電所の水槽71く位の遠隔測定

て使用する｡

量変換器とし

第5図に示す如く水位計のフロ･-トの上下により附属

ソレノイド中の鉄心を上下させエ1エ2なるインダクタン

■
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交流電源

電圧変成岩

第3図

Fig.3.

電 圧 送 量 容 説 明 図

Schematic Di:1gram Of Volta望e

Sender

中衡電軸
十十

β
彿
l+ ∵十+

一子
イル

土
欠講電漁

第4図

Fig.4.

定置厘え流電源

温度送量変換機樟説明図

Schematic Diagram of Changing

Mechan王smfor Temperature Sender

スを変化させ断

になっている｡

器の駆動コイル

〔ⅠⅤ〕

(1)受量

衝流式遠隔測

変換回路

流を変化させる機構

量 回 路

筐の受量回路には日立230トHl有

管を使用する｡

この継電器は一一度何れかの接点を開成すれば逆の励磁

が流れる迄はたとい電流が雰になってもその開成を

保持する所謂無定位 であるから励磁電流の大いさや波

形の影響が少くなく､文枝点電流も十数ミリアムペアで

動作頻度も 30こb の安定な範囲で使用されているから信

頼性が高くなっている｡

第`図ほ有極継電器を使用した受量変換回路である｡

第7図は本装置用右極継 器の外観図を示す｡

第8,?図(次頁参照)は本装置用指示計の一例である【)

〔2)電子管式自動平衡型記∃録計

遠隔測定 置用受量記録計として0.5級の如き高性能

のものが要求される場合には次の如き特長を有するもの

でなければならない｡

a.1リレクが十分プこで摩擦による誤差の小なること

隔 測 定 装 置

定電圧交流電源

第5図

Fig.5.

一

一

第6図

Fig.6.

水 位 送 還:著筈 ‥説 明 図

Schematic Diagram of Water

I.evelSender

有極 電器を用いた受量回路

Receiving Circuit Use of Polarized

Relay

第7図

Fig.7.

b.

受量用2301-Hl有極継

Type2301-HIPolarized Relay Used

as Telemeter Receiving Relay

庄吉の変動により指示に変化を生じないこ

と

かゝる性問を有する記録計としてほ電子管式目動平衡

型が最も優れている｡
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第8図

Fig.8.

電 力 指 示 計

PowerIndicator

次に受量充放電回路と組合わせた電子管式自動平衡型

記録計の原理を説明する｡(第10図参照)

受電回路充放

わされる｡今この

とa点の

々流は既に述べた通り た2ノ℃Eで表

流′を記録計中の抵抗器尺yに流す

位をyとすれば r=戊である｡但し尺は平

衡用電動機ブラヅシュの或る位置に於けるβyの抵抗値

を示す｡

本記録計は充放

シーなる に常が位

々流が測定量に応じて変化した場合

ーー定値伊に等しくなるように斤γが
変化しy=γ′のブラッシュの位置に於ける充

を読むようになっている｡γ/なる標

一月電圧による点ぁの

もしβ

々流′

位としてほ同

位をとる｡かくすることにより

圧が変動しても y=γ′の関係は成立するから

指示に誤差を生じない｡このγ及びγJは囲に示すよう

に有極継 器勒2及び記録計用増幅器の入力変圧器に

加えられる｡勒2は励磁コイル中を流れる商用周波の交

流により常に振動している｡今γ=γ′ならば入力変圧

器の二次側には電圧は

ない場合にほ何れの 塙力位

γとγ/が等しく

いかによって二次誘起電圧

の位相は反転する｡次に平衡用

庄器 次

動機の駆動線輪には変

起電圧の増幅された出力が加えられ､励磁緑

輪にほ石板継

いるから yと

器励磁 圧と同一交流 圧が印加されて

γ/の何れが高いか低いかによって平衡

動機の回転方向は逆になる｡即ち 動楼が回転するこ

とに依って可変杜抗尺Ⅴのブラヅシュが移動しy=γイ

の位置にて 動機は停止する｡依ってブラヅシュに固定

された指針及び記録ペンほ充放

相応した指示をなす｡

々流､つまり測定量に

以上の如く木記録計の指針は平衡電動機により駆動さ

れるからそのトルクは十分大きく従って摩掛こよる誤差

も無視出来る程小さい値となるっ又電源

の如く指示に誤差を生じない｡

圧が変化して

ん/ぺ

別冊第 3 号

第9図

Fig.9.

水 位

Water

積 示

LevelIndicator

-
､

第10園 電子管式自動平衡型記録計説明図

Fig･10.Schematic Diagram ofElectroIlicAuto-

balancing Type Recording Meter

〔Ⅴ〕撫 送 装 置

搬送式遠隔測定装置の伝送線路は通信線を用いる場合

と､ 力線を用いる場合とがある｡この両者の場合に対

し､搬送 置の構成は多少異る｡第11図は通イ

遠隔測定装置の回路構成を､第12図は電力線搬送式遠隔

測定装置の回路構成の一例を京す｡

渡数配置は､搬送電流周波数を直接に衝流により変

調して送出する方式と､搬送周波数の基礎群として､搬

送 信と同様に∴-425･もより170⊂b間隔の搬送電流を衝

流により変調し､これを更に群変調により任意の帯域に

配置する方式とがある｡前者の場合は装置としてほ簡単

になるが､佐用 波数帯域が広くなり､後者の場合は､

装置は多少複雑になるが､使用周波数帯が狭くなる利点

がある｡この二つの方式はいづれも実用化されている

が､二者のうちいずれを選ぶかは､一に使用しうる周波

数帯域と､要求される伝送路数により､適宜決定される

ものである｡

第11図ほ直接変調方式によるもの､第12囲ほ群変調に

よるものである｡ 力線搬送式に於ては､搬送電流周波

数が50lくC七u二の高周波になる為に､遠隔測定の各伝送

∫



搬 送 式

第11図

通信線搬送式遠隔測

定装置回路略図

Fig.11.

Schematic Circuit

I)iagramofCarrier

Telemetering Sys-

tem for Telephone

Line

第/

〒ナノネ.j～

第2
チ†′ン之ル

速星墨置

隔 測 定 装 置

･､し､:‥ 線路

-｢/--/し一一＼′一一

管墨装置

屋外設置 繰路 望外毛置

＼｢√｣ヽ′′-･---J■＼｢ノ＼｢電 力 線

第/

チャンネノン

第Z

チャンネル

貸室患置

第12図 電 力 線 搬 送 式 遠

Fig.12.Schematic Circuit Diagram

for PowerI.ine

第13図

SM-23型遠隔測定

装置構成及び梗準レ

ベル図

Fig.13.

Circuit Diagram

andI,eVelDiagram

oftheSM-23Carrier

Telemetering Sys-

tem

隔 装 置 回 路 略 図

Of Carrjer Telemetering System

第.イ

チヤン諷ル

筑/

チャンネル

第2
チャン利レ

送呈生停署態

路を分離する為には群変復調を行わざるを得ないから､

必然的に装置は複葉附こなる｡通信線搬

復調方式を川いる場合にほ第12図と

に於ても群変

似の回路となる｡

発振方式ほ第一変調の各搬送波電流は､自励発振で十

分であるが､第二変調以降に対しては､着叉水晶等を用

いて､独立同期の方式を採用している∴遠隔測定の各伝

送路ほ周波数帯域が狭い為に､同期外れは10⊂b以下で

なければならない｡この点が搬送

が要求される所以である｡

話よりも高度の仕様

次に既納の搬送式遠隔測定装置の中より一二の例を示

す｡

(り SM叫23型遠隔測定装置

納 一先 日本国有鉄道

測定場所 二宮変 所



日 立 許 論 電

被測定場所 小田原変 所

使用目的 電鉄用直流変

子管 及 び電子管

所遠方監視制御用

回路構成及びレベルダイグラム

送量装置

送量装置

受畳装置

受量装置

送量方式

伝送路数

測定要素

第1伝送路

第2伝送路

外観

回路

外観

回路

搬送衝流周波数式

2伝 路第13図

貫目図

第15図

第l`図

第】7図

直流出力全電流(常時表示)

交流倒

母線

々圧

直流変流器出力 流直流変圧器出力電圧

以上選択切換表示

1

1

2

2

伝送線路 遠方監視制御用連絡練(鉛被ケ←ブル)

搬送電流周波数 4,600⊂b及び5,000亡b

周波数配置

最大到達隔離

最大出力

使用真空管

使用電瀕

消費

衝流により直様変調

ケ←ブルにて約501くn

25db

送量装置CZ-501D5本

受量 置CZ-501D3本

単相交流 200V又は

送量装置 200VA

受量装置 200VA

CZ-504Dl本

CZ→504D3本

100V

第14図 SM-23型遠隔測定送量装置

Fig.14.TraI二Smitter of the SM-23 Carrier

Telemetering System

用 特集号
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第16図

F王g.16.

SM-23型遠隔測定受量装置

Receiver of the SM-23Carrier

Telemetering System

(2〕BM-52型遠隔測定装置

納 先 関西

測定場所 中央

力株式会田二

指令所

被測定場所 古川橋変電所

使用日的 指令用

回路構成及びレベルダイヤグラム第18図(次真参照)

量装置

送量装置

受量装置

受量装置

_巨ヨ_
ヽ 方式

線路

伝送路数

測定要素

周波数弼置､

外観

回路

外観

1司路

搬送衝流周波数式

市内電話ケーブル

5伝送路

母線 圧第19図(次頁参照)

第21図(次頁参照)

第20図(次頁参照)

第22図(次頁参照)

母線周波数

送電線電力

予 備

群変調による単倒波滞伝達式

搬送電流周波数 第1伝送路

第2伝送路

第3伝送絡

第4伝

第5伝送路

群変復調搬送電流周波数

最大到達拉巨離 ケ←ブルにて約501亡m
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日 立 評 論 電 子 子電び及管 管応用特集号
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第18図

Fig.18.

ト

｢ ∴J

更呈装置_

BM-52塑遠隔測定装置､回路構成及び

Circuit Diagram and Level

Telemetering System

■第19図

Fig.19.

最大出力

使用真宗管

消費

BM-52型遠隔測定送量

TrarlSmitter of the BM-52

Carrier Telemetering System

15dl〕

量装置

受量装置

源 単相~念流

力 送量装澤

安量装ほ

CZ-501D

CZ-504D

CZ-501D

CZ-504D

UY-SO7

KOr522A

lOOV又は200V

500VA

700VA

12本

1本

15本

2本

2本

1木

準レベル図

Diagram of the BM-52Carrier

1
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第20図

Fig.20.

〔ⅤⅠ〕

BⅣト52型遠隔測定受量装置

Receiver of the BM-52Carrier

Telemetering System

遠隔測定装置の性能

遠隔測定装置の性能を特に高精度を必要とする給電用

の場合として電子式自動平衡型記録計を使用したものに

つき例示すると下記の如くなる｡

(り 差及び誤差変化

育巳に於ける綜合誤差ほ最大目盛の ±0.5%

以内である｡但し標 運転状態とほ定格

波数､周囲温度20DCに於ける場合をいう｡

圧の変動【30-+20%,

庄及び周

源周波数の変動

5`㌔-+2qコ及び周囲温度の変化200±150Cに対する
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日 立 評 論 電子管及 び電子管応用特集号 別冊第3号

綜合誤差の変化は各々最大目盛の±1.0%以内である｡

(2)速応性及び指針の振動

測定すべき量が零より定格値迄及び定格値より零迄変

化した場合､指示計指針の静止するに要する時間ほ2.5

SeC以内である｡又指針の振動は1/ユ0目盛に於て幅1mm

以内である｡

(3)線路損失の影響

伝送線路は通信線又は電力線とし､電力線の場合ほ大

地帰線方式を採用し､次の条件で正常に動作する｡

標準動作損失

号対雑音化

レベル変動

レベル偏差

通信線 30db 電力線40db

各通信路 20db

力線 20db

緑±10db 力線±10db

通信用ケ‥-ブル佐用の場合は 30db

迄の偏差を補償し得る｡又 力線を

使用する場合ほ 力線の特性と 20

dbの偏差を補償し得る｡

〔ⅤⅠⅠ〕結 盲

搬送式遠隔測定装置は電力方面に対する搬送通信技術

の応用の最も顕著な一例である｡本装置を使用すること

により､ 力事業の運営は一段と合理化されつゝある｡

本装置が本格的に使用されるようになったのは日:本に

於ける第二次世界大戦後であって､比較的新しい技術で

ある｡然し 力事業の 括的な運営上､本装置ほ欠くこ

との出来ないものであって､各 力会社に於てもこれが

新設拡充に対し鋭意計画を進めておられる現状である｡

これに対応して我々も絶えず装置の改良と新方式の開

発に努力しているが､このような新装品に対しては需要

家各位の建設的な御批判を特に切望するものである｡

七■-t■●【▼▲▼†◆●-■■`･1●■▼■●◆｣●■■●●●■→■■▼ヽ◆■■-◆1■■ト■-○■■-一}●▲◆~,一▼ヽ◆■〈●

製 品 ニ ュ ー ス

･Jヽ■▼-▲■-●ノ●◆√◆_●●-●▼●-■■●一▼●▲◆~-■●●◆■★●-■●●■●●←◆■◆▲●◆-●}●■■~-

ポリエチレン絶縁塩化ビニル

シース遠方監視制御ケーブル

PolyethylemeInsl】1atedIIolyvimylChloride

Sheathed Remote ControICal)1e

プラスチックを絶縁材料及び外部保護被覆材料として

応用した 線は極めて数多くあるが､ポリエチレン絶縁

塩化ビニルシ←ス遠方監視制御ケーブルもその一つであ

る｡このケーブルは絶縁体にポリエチレン(P･E･)を用

い､外部保 被覆に塩化ビニル(P･Ⅴ･C･)を採用したも

ので､遠方監視制御方式の伝送回路として優れた特長を

もつものである｡

P.E.絶縁P.Ⅴ.C.シース遠方監視制御

ケーブルの特長

このケーブルほ従来のケ←ブルに比較して､次のよう

な特長をもっている｡

(1〕心根絶縁体として､非吸湿性のP･E･を使用し

てるので､万一外部保護被覆が破損し浸水しても

長期の使用に耐え､且つ絶縁抵抗の低下がないた

め遠方監視制御装置の誤動作の原因を与える心配

がない｡

(2)温度変化による縁縁抵抗及び伝送特性の差がな

い｡

(3) l

で､酉己

被覆としてP.Ⅴ.C.を使用しているの

線の混触を受けても大丈夫である｡

第1図1.4mm12心P.E.絶縁P.Ⅴ.C.シー

ス遠方監視制御ケ←ブル

Fig.1.1.4mm12Conductor P.E.Insulated

P.Ⅴ.C.Sheathed Remote ControI

Cable

(4〕伝送特性が良く､任意の設計が出来る｡

(5)鎗被を使用しないため極めて軽量で､メッセン

ジャーワイヤー等も細いものを使用することが出

来る｡

P.E.絶縁P.Ⅴ.C.シース遠方監視制御

ケーブルの構造

このケーブルの構造を示すと次の通りである｡(第2

図参照)

J/



第2図 P.E.絶縁P.Ⅴ.C.シース遠方監視

制御ケ←ブ′レの構

Fig.2.P.E.Insulated P.Ⅴ.C.Sheathed

Remote ControICable

(1)心線絶縁‥ 絶縁体としては誘電 が少で､

体損失の少い耐電圧の高いものが要求される｡これらの

諸要求に対してはP･E･が最も理想的で､性能試験の一

例を示すと第1表の通りである｡なおP.E,絶縁は心線

識別に便利なように色別を行う｡

(2)ケーブル心:所要心線を層に配列して集合し､

円形のケーブル心とする｡ケーブル心上には押え巻きテ

←プを巻き､更に必要により 蔽用金属テトプを

(3)外部被覆:外部被覆としては機械的に強く､耐

候性及び耐水性の優れたP･Ⅴ･C･を使用する｡このP.Ⅴ･C.

の諸特性の一例を示すと第2表の通りである｡

第1表 ポリ エ チ レ ン の特性

Tablel.Properties of Polyethylene

Compounds

特 性

誘 電 体 力 率

絶縁耐力(1iV/m皿)

体積固有=抵抗(β-Cm)

硬

抗

測 定 条 件

重 j

張

(kg/皿m2)

伸(%)

吸 水 量

(mg/100cm2〕

1MC

200MC

1MC

200MC

20し;C

200C

200C

200C

JE S

200Cショップ式

老 化 前

900C/20時間後

老 化 執

900C/20時間後

浸漬日数 0
｢
⊥
5

1

測 定値

2.31

2.30

仇00012

<0.0002

38.2

3.0×1016

0.92
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第3図1.4mIn12心P且絶縁P･Ⅴ･C･シ㌧→ス遠

方監視制御ケ←ブルの特性

Fig.3.Characteristic ofl.4mm12Conductor

P.E.Insulated P.Ⅴ.C.Sheathed Remote

ControICable

第 2 表 塩 化 ビ ル の 特 性

Table2.Propertiesof PolyvlnylChloride

特 性

抗 張 力

(1くg/mm2〕

伸(%)

耐 油 性

菌

測 定 条 件

倍回062数の回径曲外攣

と
-15し1C

低温性i詰｡賢蒜

測 定 値

異常なし

異常なし

P.E.絶縁P.Ⅴ.C.シース遠方監視

制御ケーブルの特性

1.4Inm12心及び1.6皿m9

シース遠方監視制御ケーブルの

参照)及び第3～4図(一天亘参照)

心Ⅰ)･E.絶縁P.Ⅴ.C.

特性は第3～4表(次頁

に示すように､従来の

ケ←ブルに比較して優れた伝送樽性をもっている｡

ケ←ブルの

被のように金属

の誘導に対して

蔽に就いては､P.Ⅴ.C.シースは鉛

蔽体の役割を果さないので､外部より

蔽の必要がある場合には､ケーブル心

上に金属テ←プを巻いて､静電的及び電磁的な

うことがある｡

赦を行

蔽用の金属テ←プには金属化成紙､ア

ルミテープ銅テ←7Q､置性テナプ､及びこれらの組合せ

が使用される仁今一例として1･4¶nrn12心P･E･絶縁

Ⅰ-.Ⅴ.C.シ←ス遠方監視制御ケ←ブルの 磁遮蔽体とし

テr70及び磁性テープの組合せを用いた場合(四
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第4図1･6mm9心P.E.絶縁P.Ⅴ.C.シ㌧-ス

遠方監視制御ケーブ/レの特性

Fig.4.Characteristic ofl.6mm9Co上1ductor
P.E.InsulatedP.Ⅴ.C.SheathedRemofe

･ControICable
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第5図1.4mm12心P.E.絶縁P.Ⅴ･C･シース

遠方監視制御ケ←ブルの遮蔽係数

Fig.5.ShieldingCoe餓cientofl.4mm12Con･

ductor P.E.Insulated P.V.C,Sheathed

Remote ControICable

第 3 表1･4mm12心P.E･絶縁P.Ⅴ.C.ンース遠方監視制御ケ←ブルの遠端漏話濯衰量

Table3.FaT End Cross Talk ofl.4mm12Conductor P.E.Insulated P.V.C.

Shさathed Remote ControICable

*第3図参照

第 4 衰

Table4.

1･6mm9心P月･絶縁P,Ⅴ.C.シース遠方監視制御ケーブルの遠端漏話減衰量

Far End Cross Talk ofl.6mm9Conductor P.E.Insulated P.Ⅴ.C.

Sheathed Remote ControICable

**第4図参照

国電力約)の遮蔽係数を図示すると第5図に示すように

なる｡

こゝに 阪係数は次式で表す｡

蔽係数
_】垂直国柊里墜互担選挙電圧~無遮蔽回路の縦方向誘導 圧

×100%

P.E.絶縁P.Ⅴ.C.シース遠方監視制御

ケーブルの接続

この種ケーブルの接続要領は次の順序で行う｡

(1)心線接続はケーブル外径を太くしないように､

銅スリ←ブを用いて半田付けする｡

(2)予め挿入しておいたP･E･スリーブを心線接続

部上にずらして､絶縁体とP･E･スリ←ブを冷却

型ペンチで加熱融着させる｡

(3〕各心練を整層後押え巻きテープ及び

テ←プを巻き戻して成形する｡

地する

蔽用テ

徳用金属

-プを接

には､接地綬を金属テープに半田付けす

る｡

(4)予め挿入しておいたP･Ⅴ･C･スリーブを接続部

上にずらして､P.Ⅴ.C.スリーブの両端に金型で

加熱融着する｡

′




